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平成 17年度福島大学ＦＤプロジェクト 

責任者 山川充夫 
 

 今年度のＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）報告書は 3つのパートから構成されて
います。第 1パートは授業公開＆検討会です。授業公開＆検討会については、昨年度は全学レ
ベルで 4回取り組みました。今年度においては、まず 9月 15日に岩﨑紀子助教授（人間発達
文化学類）から「授業を＜みる＞ことからはじめるピュアレビューへの模索─福島大学『第 1
回授業公開＆検討会の取組から』」をテーマとする報告を受け、今年度実施にあたっての課題や

考慮すべき事柄などの意見交換をしました。 
 その後、昨年 11月から今年 1月にかけては、各学類プロジェクト委員が中心となり、授業
公開＆検討会を合わせて 5回取り組み、延べ 65名が参加しました。授業公開では授業の中で
グループ・ディスカッションを取り入れる取り組み、資料をWebから授業資料をダウンロード
させて授業に臨ませる取り組み、1セメスターが終了すれば 1冊の小冊子になるような配付資
料を作成する取り組み、豊富な体験に基づく教材の活用と外部者（他短大生を含む）に経験を

語ってもらう取り組み、手作り模型とパワーポイントを活用した取り組みなど、授業案づくり

や授業方法の改善などに大きく貢献できるものが紹介されました。さらに授業改善への取り組

みは何よりも教員自身の時間をかけた準備と教育への情熱とが前提となっていることが、この

授業公開＆検討会を通じて明きからになりました。 
 第 2パートはＦＤワークショップ「教養演習を考えよう！」です。これは平成 15年度に実
施された FD合宿で得られた教養演習の学習指導案「インテレクチュアル・アドヴェンチャー」
を今年度の教養演習Ⅰ・Ⅱとして具体化したものであり、小野原先生から経過と結果ついての

報告を受け、教養演習の担当予定者等の参加を得て、その目標や進め方についてとワークショ

ップを行いました。こうした経験交流こそが FD活動の本流であると思われます。 
 第 3パートは教育改善のための学生アンケートであり、昨年度の学生との懇談会の結果を受
けて質問表現の修正や、授業担当教員が科目独自の質問事項を追加することなどの改善を行い

ました。学生アンケート結果は従前通り、科目単位では担当教員にし、公表は集計単位で行う

こととしました。ただし、他大学においては学生アンケート結果を科目単位で公表する動きや

どのように改善するのかを表明する動きが見られます。今後、シラバス作成（PLAN）→授業
実施(DO)→授業公開＋学生アンケート(SEE)→授業改善（ACTION）とうサイクルを授業科目
毎に行うことが求められます。また学生アンケートの質問項目間での相関係数表を作成しまし

た。これにより学生満足度と授業方法との関係を数量的に把握が可能になりますが、この相関

性の解釈については、今後、専門的な検討が待たれます。 
 このほか、FDプロジェクトの直接的な仕事にはしませんでしたが、「新任教員の授業参観」
と福島県立福島東高校生への「専門ゼミ公開」を呼びかけました。多数の教員の参加を得ただ

けでなく、教員や高校生から良い評価を得ることができました。 
 最後に総合教育研究センターに FD部門が立ち上がり、専任教員が配置される見通しつきま
した。次年度においては FD活動の改善がより一層進むことが期待されます。 
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  福島大学 FDプロジェクト要項 

 

○福島大学 FDプロジェクト要項 

制定  平成１３年５月８日 
   改正 平成 14年 3月 19日 平成 16年 4月 1日 平成 16年 9月 21日 平成 17年 4月 1日 
 （趣旨） 
第１条 この要項は、福島大学（以下「本学」という。）の教育水準の向上を図り、かつ本学の目的及び社会的
使命を達成するため、本学の教育内容及び教授方法の改善（以下「FD」という。）を推進するため、必要な
事項を定めるものとする。 

 （FDプロジェクト） 
第２条 教育研究評議会の議に基づき、本学に、FDプロジェクト（以下「プロジェクト」という。）を置く。 
２ プロジェクトは次の各号に掲げる事項を処理する。 
 一 教授方法改善等のための調査及び研究に関する事項 
 二 教授方法改善等の目標決定及び改善方法に関する事項 
 三 教授方法改善等のための企画及び実施に関する事項 
 四 教授方法改善等のための学生による授業評価に関する事項 
 五 その他教授方法改善等に関する事項 
 （組織） 
第３条 プロジェクトは、次の各号に掲げる者をもって組織する。 
 一 副学長のうち学長が指名した者（以下「副学長」という。） 
 二 各学類の教員 各２名 計８名 
２ 前項第２号の教員は、当該学類教員会議において選出し、学長が任命する。 
 （メンバーの任期）  
第４条 前条第１項第２号のメンバーの任期は、２年とし、再任を妨げない。ただし、補欠のメンバーの任期
は、前任者の任期の残余の期間とする。 

 （責任者） 
第５条 プロジェクトに責任者を置き、第３条第１項第１号の委員のうち学長が指名した者をもって充てる。 
２ 責任者に事故あるときは、あらかじめ責任者の指名した者がその職務を代行する。 
 （ワーキングチーム）   
第６条 プロジェクトは、ＦＤの内容等により、必要かつ適当な員数のFDワーキングチーム（以下「ワーキン
グ」という。）を編成することができる。 
２ ワーキングのメンバーは、プロジェクトの依頼に基づいて当該学類の長が推薦し、当該学類教員会議の了
承を得ることとする。 
 （FD報告書の作成） 
第７条 プロジェクトは、FD報告書を作成し、教育研究評議会に提出する。 
 （事務） 
第８条 プロジェクトの事務は、教務課において処理する。 
   附 則 
 この要項は、平成 13年 5月 8日から施行する。 
   附 則 
 この要項は、平成 14年 4月 1日から施行する。 
   附 則 
この要項は、平成 16年 4月 1日から施行する。 
附 則 

１ この要項は､平成 16年 10月１日から施行する。 
２ この要項の施行の日の前日に現に委員である者は、この要項により選出されたものとみなし、その任期は
なお従前の例による。 
附 則 
１ この要項は､平成 1７年４月１日から施行する。 
２ この要項の施行後、共生システム理工学類から新たに選出される第 3条第 1項第 2号の委員のうち 1人の
任期は、第 4条の規定にかかわらず平成１８年３月３１日までとする。 
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福島大学 FDプロジェクトメンバー 
 

 
 
 

平成１７年度 ＦＤプロジェクトメンバー名簿 

 
 

所属部局等 委 員 名 

  副学長（学務） 山 川 充 夫 

  副学長（教育） 工 藤 孝 幾 

人間発達文化学類 松 崎 博 文 

人間発達文化学類 菅 家 礼 子 

行 政 政 策 学 類 新 谷 崇 一 

行 政 政 策 学 類 近 藤 雄 大 

経 済 経 営 学 類 神 子 博 昭 

経 済 経 営 学 類 佐 藤 寿 博 

共生システム理工学類 樋 口 良 之 

共生システム理工学類 三 浦 一 之 
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あとがき  
 

 
福島大学ＦＤプロジェクトメンバー 

教育担当副学長 工藤孝幾 
 
今回で５回目を数えるＦＤ報告書ですが、何の因果かそのうちの３回にわたって私が「あ

とがき」を書く事になってしまいました。ともあれ、回を重ねるごとに充実した内容の報

告書に成長しつつあることを、ＦＤプロジェクトに関った者の一人として素直に喜びたい

と思います。 
昨年のあとがきでは、ＦＤも形式を競う段階から実質を積み上げる段階に入ってきたこ

と、福島大学の「授業公開＆検討会」は、地味ではあるが参加した者にとっては確実に何

らかの収穫の得られる実質を伴った取り組みである、といった内容のことを書きました。

１年という時を隔てて、今回のあとがきを書くにあたり、この私の思いは単なる感想から

確信へと変わりつつあります。 
立場上、私は大学教育に関るさまざまな会合に出席する機会が多く、ＦＤに関する他大

学の状況もある程度知っているつもりです。そこでよく耳にすることは、スタートの段階

では多くの人が参加する授業公開も、回を重ねるごとに尻すぼみとなってしまうというこ

とです。しかし福島大学では、少なくとも現在のところそうはなっていません。参加者の

広がりという点で必ずしも満足のできる水準に達しているというわけではありませんが、

授業公開者、参加者共に少しずつではありますが広がりつつあります。 
その一つの理由は、一部の大学に見られるようなトップダウン方式のＦＤではなく、福

島大学の現状を踏まえた、いわば身の丈にあったやり方がある程度機能した結果ではない

かと私は思います。これは、「授業公開＆検討会」を導入するにあたり、実質的にリードし

て下さった人間発達文化学類の岩崎さんの方法論が正しかったことを示すものです。また、

快く授業を公開して下さった多くの先生方の存在なしには実現できませんでした。心から

感謝したいと思います。 
私は、まだ自分自身の授業を皆さんに公開する勇気がありませんが、次期のＦＤプロジ

ェクトには、私のような公開する勇気の持てない参加者でも気兼ねせずに参加できる優し

いＦＤ活動を、今後もぜひ維持していただきたいと願っています。 
これに対して授業評価アンケートについては、検討すべき多くの課題が残されています。

特に、学生側には、毎年、前期と後期を問わずほとんどの授業で授業評価が求められてい

るにもかかわらず、それがどのように活用され、授業改善に結びついているか、その実態

が見えないもどかしさがつのってきているように思います。アンケートの実施方法、内容、

結果の利活用など、今期プロジェクトのやり残した課題の多さを反省しつつ、次期ＦＤプ

ロジェクトの今後の検討に期待したいと思います。 
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